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論 文 内 容 要 旨I









研究対象者は、近畿 2 府 4 県の特定機能病院、一般病院、地域医療支援病院で、 300 床以上の
病院の中から、臨床経験5年以上15年未満で、約3~5年間類似した患者集団を対象に働いてい
る職位を持たない看護師 350 名（有効回答率 27.1%) を分析対象に、自記式質問紙調査を行った。
質問紙は、経験年数や役割の有無、役割数などの基本属性と、 「キャリア中期看護師の臨床実践
能力測定尺度 ver.3」と、マネジメントカを示す、「中堅看護師の職場で求められているコンセ




臨床実践能力に有意差を認めた個人属性は、役割の有無 (p< 0. 01, t 検定）と役割数 (p< 0. 01,
一元配置分散分析）であった。また役割数を便宜上、0, 1, 2, 3,4個以上の5群に群分けし、
役割数別の臨床実践能力を比較した結果、役割数と臨床実践能力の間で有意差を認めた (p<0. 01,
一元配置分散分析）。特に、 0 個と 2 個 (p< 0. 01, Tukeyの多重比較検定）、 0 個と 3 個 (p <0.01,
Tukeyの多重比較検定）の間で有意差を認めた。
臨床実践能力にも関連のあるマネジメントスキルは強い順に、 【ヒューマンスキル】の「リー
ダー シップカ」 (p < 0. 01) 、 【テクニカルスキル】の「自己教育力」 (p < 0. 01) 、 「役割遂
行力」 (p <O. 01) 、「看護実践力」 (p<O. 01) 、［ヒューマンスキル】の「教育する力」 (p(O. 03) 、
【コンセプチュアルスキル】の「本質を思考する力」 (p <O. 01) であった。
4. 考察
中堅看護師の臨床実践能力に関連するマネジメントスキルの構成要素としては、 【テクニカル
スキル】の「役割遂行力」、 「看護実践力」、 「自己教育力」、 ［ヒュ ーマンスキル】の「リ ー
ダー シップカ」、 「教育する力」、 【コンセプチュアルスキル】の「本質を思考する力」であっ











（備考） 1. 研究の目的・方法・結果・考察・総括の順に記載すること。 (1,200 字程度）
